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(54)【発明の名称】 カラー有機ＥＬディスプレイ及びその駆動方法

(57)【要約】
【課題】  駆動方法を煩雑化させることなく表示品質を
向上させることができるカラー有機ＥＬディスプレイ及
びその駆動方法を提供する。
【解決手段】  同色の電圧印加部２間の間隔が、従来の
ストライプパターンと比較すると、列方向及び行方向間
で近似したものとなっているため、自然画又は動画を表
示する場合であっても、表示品質を両方向間でほぼ均一
なものとすることができる。また、従来のデルタパター
ンと比較すると、縦線のギザギザが抑制される。更に、
同数の表示行のディスプレイとする場合、従来のデルタ
パターンと比較すると、電圧印加部の行数を半分に低減
することができる。更にまた、１個の第１の電極１は１
色の副画素のみに対応しているので、従来のモザイクパ
ターンと比較すると、カラムドライバ１２及び１３の構
成を簡略化すると共に、その駆動方法を簡易なものとす
ることが可能である。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  列方向に延びる複数個の第１の電極と、
行方向に延びる複数個の第２の電極と、前記第１の電極
と前記第２の電極との間に介在し前記第１及び第２の電
極に電圧を印加することによってそれらの間を流れる電
流により発光する有機発光層と、を有し、平面視で１個
の前記第１の電極と１個の前記第２の電極とが交わる領
域に１個の副画素が設けられ、行方向に一定の順序で並
べられた３色の副画素により１主画素が構成されるカラ
ー有機ＥＬディスプレイにおいて、前記第１の電極は表
示列数の２倍の数だけ設けられ、前記第２の電極は２表
示行につき１個設けられ、隣り合う表示行間において前
記主画素同士が互いに行方向に半分ずれて配列され、同
一の第１の電極に設けられた複数個の副画素の発光色は
１色に統一されていることを特徴とするカラー有機ＥＬ
ディスプレイ。
【請求項２】  前記第１の電極は、表示行数の半数の電
荷注入部と、これらの電荷注入部同士を接続する配線部
と、を有することを特徴とする請求項１に記載のカラー
有機ＥＬディスプレイ。
【請求項３】  前記配線部と前記第２の電極との間での
発光を防止する発光防止膜が前記配線部上に設けられて
いることを特徴とする請求項２に記載のカラー有機ＥＬ
ディスプレイ。
【請求項４】  前記配線部と前記第２の電極との間での
発光による光が前記第１の電極から外部に漏れることを
防止する遮蔽膜が前記配線部に積層されていることを特
徴とする請求項２又は３に記載のカラー有機ＥＬディス
プレイ。
【請求項５】  前記副画素は、行方向の長さを１とした
とき列方向の長さが２．７乃至１０／３である長方形の
形状を有していることを特徴とする請求項１乃至４のい
ずれか１項に記載のカラー有機ＥＬディスプレイ。
【請求項６】  少なくとも前記２表示行において同時に
表示するために必要とされる容量のラインメモリを少な
くとも１つ有することを特徴とする請求項１乃至５のい
ずれか１項に記載のカラー有機ＥＬディスプレイ。
【請求項７】  請求項１乃至６のいずれか１項に記載の
カラー有機ＥＬディスプレイに対し、前記第１の電極を
データ電極とし前記第２の電極を走査電極としてパッシ
ブマトリクス駆動することを特徴とするカラー有機ＥＬ
ディスプレイの駆動方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は薄型のディスプレイ
として開発が進められているカラー有機ＥＬ（electro-
luminescence：エレクトロルミネッセンス）ディスプレ
イ及びその駆動方法に関し、特に、表示品質の向上を図
ったカラー有機ＥＬディスプレイ及びその駆動方法に関
する。
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【０００２】
【従来の技術】カラー有機ＥＬディスプレイは、液晶表
示装置（ＬＣＤ）及びプラズマディスプレイパネル等と
同様に薄型のカラー表示装置として着目されている。図
４はＥＬ素子及びその発光原理を示す模式的断面図であ
る。
【０００３】ＥＬ素子は次のように構成されている。即
ち、ガラス又はフィルム製の透明基板１２１上に透明な
酸化インジウムスズ（ＩＴＯ）電極１２２が正極として
形成されている。更に、ＩＴＯ電極１２２上に、有機正
孔注入層１２３及び有機発光層１２４が順次堆積され、
更にその上に金属電極１２５が負極として形成されてい
る。そして、ＩＴＯ電極１２２と金属電極１２５との間
に電圧が印加されると、有機発光層１２４から透明基板
１２１側に光が放出される。
【０００４】なお、有機ＥＬ素子の構造としては、両電
極間に有機発光層のみが設けられた構造、両電極間に有
機正孔注入輸送層、有機発光層及び有機電子注入輸送層
が順次積層された構造、並びに両電極間に有機正孔注入
層、有機正孔輸送層、有機発光層及び有機電子輸送層が
順次積層された構造等もある。
【０００５】このようなカラー表示装置の副画素の配列
パターンとして、例えばストライプパターン、モザイク
パターン及びデルタパターンがある。図５は従来のスト
ライプパターンを示す模式図、図６は従来のデルタパタ
ーンを示す模式図、図７は従来のモザイクパターンを示
す模式図である。
【０００６】従来のストライプパターンにおいては、図
５に示すように、列方向に延びる複数本の第１の電極１
０１が設けられている。第１の電極１０１がＩＴＯ電極
１２２に相当する。各第１の電極１０１の横方向（行方
向）の長さは、１画素の横方向の長さの約１／３であ
る。第１の電極１０１上には、有機発光層等を介して行
方向に延びる複数本の第２の電極１０４が設けられてい
る。第２の電極１０４が金属電極１２５に相当する。第
２の電極１０４の幅は、１画素の縦方向（列方向）の長
さと同程度である。第１の電極１０１は、表示列数と同
数だけ設けられており、第２の電極１０４は、表示行数
と同数だけ設けられている。なお、第１及び第２の電極
１０１、１０４間に形成された有機発光層の発光色は、
列毎に統一されており、赤色（Ｒ）、緑色（Ｇ）及び青
色（Ｂ）の順で繰り返されている。
【０００７】このような構成のストライプパターンで
は、第１の電極１０１と第２の電極１０４との交点に１
個の副画素が存在し、行方向に並べられた３色の副画素
によって１個の画素が構成される。
【０００８】ストライプパターンでは、列方向では、同
一の発光色の副画素が連続して配置されているため、表
等の縦線及び横線が多い映像の表示には好適である。
【０００９】また、従来のデルタパターンでは、図６に
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3
示すように、列方向に延び表示列数の１．５倍の数の第
１の電極１１１が設けられている。各第１の電極１１１
には、電荷注入部１１２及び配線部１１３が交互に設け
られている。電荷注入部１１２の横方向及び縦方向の長
さは、いずれも画素の横方向及び縦方向の長さの半分程
度であり、電荷注入部１１２は正方形状又はこれに近い
形状を有している。配線部１１３については、縦方向に
おける長さは画素のそれの半分程度であるが、その横方
向の長さは電荷注入部１１２のそれと比較すると極めて
狭い。電荷注入部１１２及び配線部１１３は、第１の電
極１１１の１個当たり表示行数と同数だけ設けられてい
る。また、行方向では、電荷注入部１１２と配線部１１
３とが交互に配置されている。更に、第１の電極１１１
上には、有機発光層等を介して行方向に延びる複数本の
第２の電極１１４が設けられている。第２の電極１１４
は、表示行数と同数だけ設けられている。第１の電極１
１１がＩＴＯ電極１２２に相当し、第２の電極１０４が
金属電極１２５に相当する。
【００１０】このような構成のデルタパターンでは、行
方向で隣り合う２色の電荷注入部１１２とこれらの直上
又は直下に配置され発光色が異なる１色の電荷注入部１
１２とで１個の画素が構成される。即ち、「Δ」又はそ
の上下を反対にした形状の頂点に位置する３個の電荷注
入部１１２により１個の画素が構成される。
【００１１】デルタパターンでは、ストライプパターン
と比較すると副画素の配列の不規則度が高いため、自然
画及び動画の表示に好適である。
【００１２】また、従来のモザイクパターンにおいて
は、図７に示すように、第１及び第２の電極１０１、１
０４が、図５に示すストライプパターンと同様に配置さ
れている。但し、両電極間に形成された有機発光層の発
光色は、１行毎に１副画素ずつ一定方向にずれている。
従って、１個の第１の電極１０１に着目すると、３行毎
に同一の発光色が得られる。このようなモザイクパター
ンでも、行方向に並べられた３色の副画素によって１個
の画素が構成される。
【００１３】モザイクパターンは、ストライプパターン
及びデルタパターンの利点を兼ね備えたものである。カ
ラーＬＣＤでは、例えば特開平７－２４８４８２号公報
及び特開平１０－７８５９０号公報に、モザイクパター
ンのものが記載されている。
【００１４】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、従来の
ストライプパターンにおいては、列方向では同色の副画
素が連続している一方で、行方向では３色の副画素が順
番に隣接して配置されているため、３色の副画素が同程
度に発光する白線以外の映像を表示する場合には縦線と
横線とで表示品質が相違するという問題点がある。即
ち、白線の場合には縦線でも横線でも連続した線として
表示できる一方で、他の色の線の場合には、横線を細か
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い点線として表示することになるため、両方向間で表示
品質が相違してしまう。
【００１５】また、従来のデルタパターンでは、ストラ
イプパターンとは対照に、ギザギザな線により縦線を表
示するため、その表示品位が低下して表等の縦横の直線
が多い映像の表示には適さないという問題点がある。
【００１６】更に、従来のモザイクパターンでは、１個
の第１の電極１０１が３色の副画素に含まれているた
め、即ち、１個の第１の電極１０１により３色の発光を
行う必要があるため、各色の信号の出力順を１表示行毎
に入れ替える必要があり、信号処理が煩雑であるという
問題点がある。
【００１７】また、いずれのパターンを採用した場合で
あっても、近時の画素数が多いディスプレイでは、第１
の電極を駆動する駆動回路を２個設けてパネルを上下に
２分割して駆動する方法が採られているが、２個の駆動
回路の特性にずれがあると、表示された画像が上下間で
不連続なものとして認識されてしまう。更に、上下に２
分割して駆動する場合には、１／２画面分のデータ信号
を記憶するための比較的大容量のフレームメモリが必要
とされ、コストが高くなってしまう。
【００１８】本発明はかかる問題点に鑑みてなされたも
のであって、駆動方法を煩雑化させることなく表示品質
を向上させることができるカラー有機ＥＬディスプレイ
及びその駆動方法を提供することを目的とする。
【００１９】
【課題を解決するための手段】本発明に係るカラー有機
ＥＬディスプレイは、列方向に延びる複数個の第１の電
極と、行方向に延びる複数個の第２の電極と、前記第１
の電極と前記第２の電極との間に介在し前記第１及び第
２の電極に電圧を印加することによってそれらの間を流
れる電流により発光する有機発光層と、を有し、平面視
で１個の前記第１の電極と１個の前記第２の電極とが交
わる領域に１個の副画素が設けられ、行方向に一定の順
序で並べられた３色の副画素により１主画素が構成され
るカラー有機ＥＬディスプレイにおいて、前記第１の電
極は表示列数の２倍の数だけ設けられ、前記第２の電極
は２表示行につき１個設けられ、隣り合う表示行間にお
いて前記主画素同士が互いに行方向に半分ずれて配列さ
れ、同一の第１の電極に設けられた複数個の副画素の発
光色は１色に統一されていることを特徴とする。
【００２０】本発明においては、同一の第１の電極に設
けられた複数個の副画素の発光色を１色に統一している
ため、第１の電極の駆動が簡素なものとなる。また、同
色の副画素間の間隔が列方向及び行方向間で比較的均一
なものとなるため、自然画、動画並びに表等の縦線及び
横線が多い映像のいずれを表示する場合であっても、滑
らかな表示が可能となる。更に、隣り合う２表示行で同
時に表示を行うことが可能となるため、パネルを上下に
２分割しなくても高速走査が可能となり、また、映像デ
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ータを記憶するためのメモリの容量を低減することが可
能となる。
【００２１】なお、前記第１の電極は、表示行数の半数
の電荷注入部と、これらの電荷注入部同士を接続する配
線部と、を有することができる。
【００２２】また、前記配線部と前記第２の電極との間
での発光を防止する発光防止膜を前記配線部上に設ける
ことにより、又は前記配線部と前記第２の電極との間で
の発光による光が前記第１の電極から外部に漏れること
を防止する遮蔽膜を配線部に積層することにより、不要
箇所における表示を防止してより一層良好な画質を得る
ことが可能となる。
【００２３】更に、前記副画素は、行方向の長さを１と
したとき列方向の長さが２．７乃至１０／３である長方
形の形状を有することが好ましい。
【００２４】更にまた、少なくとも前記２表示行におい
て同時に表示するために必要とされる容量、例えば１表
示行分の映像データを記憶できる容量のラインメモリを
少なくとも１つ設けてもよい。
【００２５】本発明に係るカラー有機ＥＬディスプレイ
の駆動方法は、上述のいずれかのカラー有機ＥＬディス
プレイに対し、前記第１の電極をデータ電極とし前記第
２の電極を走査電極としてパッシブマトリクス駆動する
ことを特徴とする。
【００２６】
【発明の実施の形態】以下、本発明の実施例に係るカラ
ー有機ＥＬディスプレイについて、添付の図面を参照し
て具体的に説明する。図１は本発明の実施例に係るカラ
ー有機ＥＬディスプレイを示す模式図である。
【００２７】本実施例においては、表示列数の２倍の数
の第１の電極（データ電極）１が設けられている。第１
の電極１は、従来のものと同様に、列方向に延びてい
る。各第１の電極１には、電荷注入部２及び配線部３が
交互に設けられている。電荷注入部２の横方向（行方
向）における長さは画素のそれの１／３程度であり、縦
方向（列方向）における長さは画素のそれと同程度であ
る。電荷注入部２の横方向及び縦方向の長さは、例えば
夫々０．１０８ｍｍ、０．３６ｍｍ程度である。即ち、
電荷注入部２は、長方形状であり、その縦横の長さの比
は、例えば２７：１０乃至１０：３程度であるが、これ
に限定されるものではない。配線部３については、その
縦方向の長さは画素のそれと同程度であるが、その横方
向の長さは電荷注入部２のそれと比較すると極めて狭
い。電荷注入部２及び配線部３は、第１の電極１の１個
当たり表示行数の半分の数だけ設けられている。また、
行方向では、電荷注入部２と配線部３とが交互に配置さ
れている。
【００２８】また、第１の電極１上には、有機発光層等
（図示せず）を介して行方向に延びる複数本の第２の電
極（走査電極）４が設けられている。第２の電極４の幅
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は、画素の縦方向の長さの２倍程度（例えば、約０．７
２ｍｍ）であり、１個の第２の電極４により、２表示行
分の電荷注入部２が覆われている。
【００２９】第１及び第２の電極１、４間に設けられた
有機発光層の発光色は、第１の電極１毎に統一されてお
り、１表示行では、電荷注入部２上に赤色（Ｒ）、緑色
（Ｇ）及び青色（Ｂ）の順で有機発光層が繰り返し形成
されている。また、隣り合う表示行間では、１方の表示
行で隣り合う２色の有機発光層間に位置する配線部３に
接続された電荷注入部２上に他の１色の有機発光層が形
成されている。即ち、ある表示行で赤色の有機発光層と
緑色の有機発光層とが隣り合っている部分の１行分だけ
上又は下の行に青色の有機発光層が形成され、緑色の有
機発光層と青色の有機発光層とが隣り合っている部分の
１行分だけ上又は下の行に赤色の有機発光層が形成さ
れ、青色の有機発光層と赤色の有機発光層とが隣り合っ
ている部分の１行分だけ上又は下の行に緑色の有機発光
層が形成されている。
【００３０】なお、第１の電極１（電荷注入部２）がＩ
ＴＯ電極１２２に相当し、第２の電極４が金属電極１２
５に相当する。
【００３１】このような電極パターンにおいては、行方
向に赤色、緑色及び青色の順に並んだ３個の副画素で１
個の画素（主画素）が構成されるとすると、隣り合う表
示行間において、画素が互いに１／２個ずれた配列とな
っている。
【００３２】図２は本発明の実施例に係るカラー有機Ｅ
Ｌディスプレイの回路構成を示すブロック図である。本
実施例には、上述のような電極パターンのパネル１１に
接続されたカラムドライバ１２及び１３が設けられてい
る。カラムドライバ１２は、１個の第２の電極４に覆わ
れた２表示行のうち上側の表示行、即ち上から奇数番目
の表示行に電荷注入部２が位置する第１の電極１に接続
されている。一方、カラムドライバ１３は、前記２表示
行のうち下側の表示行、即ち上から偶数番目の表示行に
電荷注入部２が位置する第１の電極１に接続されてい
る。そして、カラムドライバ１２及び１３に、夫々信号
処理回路１４及び１５が３系統で接続されている。更
に、信号処理回路１４にラインメモリ１６が３系統で接
続され、信号処理回路１５及びラインメモリ１６にアナ
ログ／デジタル（Ａ／Ｄ）変換器１７が３系統で接続さ
れている。Ａ／Ｄ変換器１７には、３色のアナログデー
タ信号Ｒ、Ｇ及びＢが入力される。また、上述のような
電極パターンのパネル１１の第２の電極４を走査するロ
ードライバ１８が設けられている。更に、垂直同期信号
ＶＳ及び水平同期信号ＨＳを入力し、カラムドライバ１
２及び１３、信号処理回路１４及び１５、ラインメモリ
１６、Ａ／Ｄ変換器１７並びにロードライバ１８の動作
を制御するコントローラ１９が設けられている。コント
ローラ１９は、垂直同期信号ＶＳ及び水平同期信号ＨＳ
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7
に基づいてクロック信号及びロードライバに設けられた
シフトレジスタのスタートパルス等の制御信号を生成す
る。
【００３３】次に、このようにして構成された本実施例
のカラー有機ＥＬディスプレイの動作について説明す
る。本実施例のカラー有機ＥＬディスプレイは、パッシ
ブマトリクス方式により駆動する。
【００３４】Ａ／Ｄ変換器１７にアナログデータ信号
Ｒ、Ｇ及びＢが入力されると、これらの信号が夫々デジ
タル信号に変換される。デジタル化された各データ信号
は、奇数行目のものはラインメモリ１６に出力され、偶
数行目のものは信号処理回路１５に出力される。偶数行
目のデータ信号は、信号処理回路１５によって、ラッ
チ、デジタル／アナログ変換及びγ補正等を受けた後、
カラムドライバ１３に出力される。一方、奇数行目のデ
ータ信号は、ラインメモリ１６に１表示行分記憶された
後信号処理回路１４に出力され、偶数行目のデータ信号
と同時に、ラッチ、デジタル／アナログ変換及びγ補正
等を受け、カラムドライバ１２に出力される。一方、ロ
ードライバ１８は、垂直同期信号ＶＳ及び水平同期信号
ＨＳに基づいて第２の電極４を走査する。そして、カラ
ムドライバ１２及び１３により第１の電極１にデータ信
号が供給されると、走査が行われている第２の電極４と
第１の電極１との間の２表示行で同時に副画素が発光す
る。
【００３５】このような本実施例によれば、同色の副画
素間の間隔が、従来のストライプパターンと比較する
と、列方向及び行方向間で近似したものとなっているた
め、自然画又は動画を表示する場合であっても、表示品
質を両方向間でほぼ均一なものとすることができる。ま
た、同色の副画素が離散的に配置されるため、有機発光
層の形成工程において使用するメタルマスクとして網目
状に開口部が形成されたものを使用することができる。
従来のストライプパターンでは、簾状に開口部が形成さ
れたものを使用する必要があるため、特定方向における
強度が弱いという問題点があるが、本実施例のディスプ
レイを製造する場合には、その強度が著しく向上したメ
タルマスクを使用することが可能となる。このため、メ
タルマスクの変形が防止され、パターニング精度が向上
する。
【００３６】また、従来のデルタパターンと比較する
と、縦線のギザギザが抑制される。更に、同数の表示行
のディスプレイとする場合、従来のデルタパターンと比
較すると、電荷注入部の行数を半分に低減することがで
きる。
【００３７】更にまた、１個の第１の電極１は１色の副
画素のみに対応しているので、従来のモザイクパターン
と比較すると、駆動回路（カラムドライバ１２及び１
３）の構成を簡略化すると共に、その駆動方法を簡易な
ものとすることが可能である。
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【００３８】また、本実施例では、２個のカラムドライ
バ１２及び１３により１個の第２の電極４が含まれる２
表示行分を同時に駆動するため、パネルを２分割駆動す
る方法と等価な駆動方法であるにもかかわらず、図２に
示すように、ロードライバ１８は１個あれば十分であ
る。更に、１表示行ずつ駆動する従来のディスプレイと
比較すると、第２の電極４の幅が約２倍となるため、そ
の形成にあたってパターニング精度を確保しやすい。ま
た、幅が広くなることにより抵抗値が低減されるという
効果も得られる。更に、パネルを２分割駆動する方法と
等価な駆動方法であっても、メモリには１表示行分の表
示データを記憶させておけばよいので、従来のフレーム
メモリのような大容量のメモリは必要とされず、図２に
示すようなラインメモリ１６を使用して同等以上の画質
を得ることが可能である。更にまた、各カラムドライバ
１２及び１３により駆動される表示行が常に連続してい
るため、カラムドライバ１２及び１３間で特性に若干の
ずれがあったとしても、そのことによる映像の不連続感
は認識されない。
【００３９】なお、第１の電極１は、例えばガラス基板
上にフォトリソグラフィにより形成することができ、第
２の電極４は、有機発光層等の形成後に、例えばシャド
ウマスクを使用したパターニングにより形成することが
できる。
【００４０】また、配線部３と第２の電極４との間に
は、配線部３と第２の電極４との間での発光を防止する
発光防止膜又はその発光が生じたとしてもその外部への
漏洩を遮蔽する遮蔽膜が形成されていることが好まし
い。図３（ａ）は発光防止膜が設けられた実施例を示す
断面図、（ｂ）は遮蔽膜が設けられた実施例を示す断面
図である。
【００４１】発光防止膜が設けられる場合、図３（ａ）
に示すように、ガラス基板５上に電荷注入部２及び配線
部３を備えた第１の電極１が形成され、配線部３上に、
例えば絶縁性のポリイミド膜６が形成されている。そし
て、全面に有機正孔注入層７が形成され、その上に副画
素の発光色に応じた有機発光層８が形成されている。更
に、第２の電極４が２表示行毎に形成されている。ポリ
イミド膜６が存在しない場合には、有機発光層８が形成
されていない第１の電極１と第２の電極４との間におい
ても、有機正孔注入層７の存在により発光することがあ
るが、ポリイミド膜６が存在していれば、その領域で
は、第１の電極１と第２の電極４との間で電流が流れな
いため、その領域での発光が防止される。この結果、不
要箇所での発光の防止により、高品質の映像を得ること
ができる。なお、発光防止膜は、図３（ａ）に示すよう
に、配線部３上のみならず、行方向で隣り合う第１の電
極間においてもガラス基板上に設けられていることが好
ましい。このように、行方向で隣り合う第１の電極間に
も発光防止膜を設けることにより、発光の漏れをより一
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層防止することが可能となる。
【００４２】一方、遮蔽膜が設けられる場合、図３
（ｂ）に示すように、配線部３上に、例えばＮｉ、Ａｕ
又はＣｒ等からなる金属配線９が形成されている。そし
て、発光防止膜が設けられる場合と同様に、有機正孔注
入層７、有機発光層８及び第２の電極４が形成されてい
る。このような構成のカラー有機ＥＬディスプレイで
は、金属配線９と第２の電極４との間で発光するもの
の、その光は金属配線９によって遮蔽されるので、外部
には漏出しない。従って、不要箇所での発光の防止によ
り、高品質の映像を得ることができる。また、金属配線
９により、電荷注入部２間の抵抗値が低減される。この
ような抵抗値低減の効果は、図３（ａ）に示すように発
光防止膜が設けられる場合にも、配線部３上に金属配線
を形成することによって得られる。従って、発光防止膜
が設けられる場合にも、金属配線９を設けることが好ま
しい。また、図３（ｂ）においては、配線部３上のみに
遮蔽膜としての金属配線９が形成されているが、遮蔽膜
は、図３（ａ）に示す発光防止膜のように、配線部３上
のみならず、配線部３と行方向で隣り合う第１の電極間
における配線部３とこの第１の電極とが互いに接触しな
い範囲内においてガラス基板上に設けることができる。
このように、行方向で隣り合う第１の電極間にも遮蔽膜
を設けることにより、発光の漏れをより一層防止するこ
とが可能となる。
【００４３】なお、電極間の構成は、発光防止膜又は遮
蔽膜のいずれが設けられる場合であっても、また、これ
らの膜が形成されない場合であっても、図３に示すもの
に限定されるものではなく、例えば、両電極間に有機発
光層のみを設けてもよく、両電極間に有機正孔注入輸送
層、有機発光層及び有機電子注入輸送層を順次積層して
もよく、両電極間に有機正孔注入層、有機正孔輸送層、
有機発光層及び有機電子輸送層を順次積層してもよい。
【００４４】更に、上述の実施例では、２表示行を同時
に表示するためにラインメモリ１６が設けられている
が、この替わりに遅延線が設けられていてもよい。
【００４５】
【発明の効果】以上詳述したように、本発明によれば、
同一の第１の電極に設けられた複数個の副画素の発光色
を１色に統一しているため、第１の電極の駆動を簡素な
ものとすることができる。また、同色の副画素間の間隔
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が列方向及び行方向間で比較的均一なものとなるため、
自然画、動画並びに表等の縦線及び横線が多い映像のい
ずれを表示する場合であっても、滑らかな表示を行うこ
とができる。更に、隣り合う２表示行で同時に表示を行
うことが可能となるため、パネルを２分割して同時に駆
動する方法と等価な駆動方法を採用することができるた
め、高速走査が可能となり、駆動回路の特性が若干ずれ
ていたとしても、パネルの上下間で連続した映像を表示
することができる。また、映像データを記憶するための
メモリの容量を低減することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施例に係るカラー有機ＥＬディスプ
レイを示す模式図である。
【図２】本発明の実施例に係るカラー有機ＥＬディスプ
レイの回路構成を示すブロック図である。
【図３】（ａ）は発光防止膜が設けられた実施例を示す
断面図、（ｂ）は遮蔽膜が設けられた実施例を示す断面
図である。
【図４】ＥＬ素子及びその発光原理を示す模式的断面図
である。
【図５】従来のストライプパターンを示す模式図であ
る。
【図６】従来のデルタパターンを示す模式図である。
【図７】従来のモザイクパターンを示す模式図である。
【符号の説明】
１；第１の電極
２；電荷注入部
３；配線部
４；第２の電極
５；ガラス基板
６；ポリイミド膜
７；有機正孔注入層
８；有機発光層
９；金属配線
１１；パネル
１２、１３；カラムドライバ
１４、１５；信号処理回路
１６；ラインメモリ
１７；Ａ／Ｄ変換器
１８；ロードライバ
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